
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
福
島
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
知
事
の
権
限
を
福

島
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
港
湾
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二

○
福
島
県
漁
港
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二

○
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二

告

示

○
福
島
県
と
福
島
市
と
の
福
島
県
営
福
島
体
育
館
の
管
理
及
び
運
営
に
つ
い
て
の
事

務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
を
廃
止
す
る
件

四

福
島
県
教
育
委
員
会

○
福
島
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
免
除
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

四

規

則

福
島
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
知
事
の
権
限
を
福
島
県
教
育
委
員
会
に

委
任
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、

福
島
県
港
湾
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
漁
港
の
管
理
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
二
十
五
号

福
島
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
知
事
の
権
限
を
福
島
県
教

育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
知
事
の
権
限
を
福
島
県
教
育
委
員
会
に

委
任
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
島
県
規
則
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
」
を
「
第
二
条
第
四
項
に
」
に
、
「
同
条
例
第
五

条
第
四
項
」
を
「
同
条
例
第
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
、
「
及
び
第
九
条
」
を
「
並
び
に
第
九
条
」

に
、
「
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
五
条
第
四
項
」
を
「
第
二
条
第
四
項
、
第
五
条
第
二

項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
総

務

課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
六
号

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
福
島
県
規
則
第
八
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
二
第
五
号
中
「
第
五
十
五
条
」
を
「
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
八
条
第
三
項
」

に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

福
島
県
規
則
第
二
十
七
号

福
島
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
福
島
県
規
則
第
百
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
第
四
号
を
削
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
、
福
島
県
内
に
居
住
す
る
者
で
あ
つ
て
」
を
削
り
、
「
営
み
、
か
つ
」
を
「
営

む
者
で
あ
つ
て
」
に
、
「
責
」
を
「
責
め
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日

前
に
福
島
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
福
島
県
条
例
第
九
号
）
第
二
条
に
規

定
す
る
修
学
資
金
（
以
下
単
に
「
修
学
資
金
」
と
い
う
。
）
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
者
で
同
日
以

後
に
新
た
に
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
修
学
資
金
の
貸
与
を

受
け
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
地
域
医
療
課
感
染
・
看
護
室
）

───────────────────────────────────────────────────────────
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福
島
県
規
則
第
二
十
八
号

福
島
県
港
湾
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
港
湾
の
管
理
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
福
島
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
小
名
浜
港
及
び
翁
島
港
に
設
置
す
る
マ
リ
ー
ナ
施
設
並
び
に
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
用
指
定
泊
地
」
を
「
マ
リ
ー
ナ
施
設
及
び
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
用
指
定
泊
地
（
相
馬
港
に
設
置
す
る

も
の
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
「
。
次
条
及
び
第
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
削
り
、
同
条
第

四
項
中
「
指
定
管
理
者
に
」
を
「
指
定
管
理
者
（
相
馬
港
に
設
置
す
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
用
指
定
泊

地
に
あ
つ
て
は
知
事
が
定
め
る
誓
約
書
を
知
事
）
に
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
中
「
知
事
に
」
を
「
知
事
（
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
用
指
定
泊
地
（
相
馬
港
に
設
置
す
る

も
の
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
指
定
管
理
者
）
に
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
第
一
項
中
「
指
定
管
理
者
」
の
下
に
「
（
相
馬
港
に
設
置
す
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
用

指
定
泊
地
に
あ
つ
て
は
知
事
）
」
を
加
え
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
を
除
く
」
を
「
に
あ
つ
て
は
、
相
馬
港
に
設
置
す
る
も
の
に
限
る
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
用
指
定
泊
地
」
の
下
に
「
（
相
馬
港
に
設
置
す
る
も
の
を
除

く
。
）
」
を
加
え
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
附
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

条
例
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
マ
リ
ー
ナ
施
設
の
管
理
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第

二
条
第
一
項
中
「
知
事
（
マ
リ
ー
ナ
施
設
及
び
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
用
指
定
泊
地
（
相
馬
港
に
設
置

す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
指
定
管
理
者
（
条
例
第
二
条
の
三
の
二
に
規
定
す
る
指
定
管

理
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
）
」
と
あ
る
の
は
「
知
事
」
と
、
第
十
三
条
第
三
項
中
「
指
定
管
理

者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
得
て
」
と
あ
る
の
は
「
知
事

は
」
と
す
る
。

３

条
例
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
用
指
定
泊
地
（
相
馬
港
に
設
置
す

る
も
の
を
除
く
。
）
の
管
理
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
二
条
第
一
項
中
「
知
事
（
マ
リ
ー
ナ
施

設
及
び
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
用
指
定
泊
地
（
相
馬
港
に
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、

指
定
管
理
者
（
条
例
第
二
条
の
三
の
二
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
）
」
と

あ
る
の
は
「
知
事
」
と
、
第
二
条
第
四
項
中
「
指
定
管
理
者
が
定
め
る
誓
約
書
を
指
定
管
理
者
（
相

馬
港
に
設
置
す
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
用
指
定
泊
地
に
あ
つ
て
は
知
事
が
定
め
る
誓
約
書
を
知
事
）
」

と
あ
る
の
は
「
知
事
が
定
め
る
誓
約
書
を
知
事
」
と
、
第
二
条
の
二
中
「
知
事
（
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
用
指
定
泊
地
（
相
馬
港
に
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
指
定
管
理
者
）
」
と
あ
る

の
は
「
知
事
」
と
、
第
二
条
の
三
第
一
項
中
「
指
定
管
理
者
（
相
馬
港
に
設
置
す
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
用
指
定
泊
地
に
あ
つ
て
は
知
事
）
」
と
あ
る
の
は
「
知
事
」
と
、
第
七
条
第
二
項
中
「
指
定
管
理

者
」
と
あ
る
の
は
「
知
事
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
港

湾

課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
九
号

福
島
県
漁
港
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
漁
港
の
管
理
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
福
島
県
規
則
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
指
定
施
設
の
管
理
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
十
一

条
の
二
第
一
項
中
「
指
定
管
理
者
（
条
例
第
十
二
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
知
事
」
と
、
同
条
第
三
項
、
第
十
一
条
の
三
、
第
十
二
条
及
び
第

十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
指
定
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
知
事
」
と
、
第
十
号
様
式
の
二
か
ら
第
十

号
様
式
の
五
ま
で
の
様
式
中
「
福
島
県
管
理
漁
港
施
設
指
定
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
福
島
県
知
事
」

と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
港

湾

課
）

福
島
県
規
則
第
三
十
号

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
福
島
県
規
則
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
」
を
「
、
条
例
第
五
条
第
二
項
第
二
号
及
び
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
第
二
百
四
十
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
」
を
加
え
る
。

附
則
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

（
東
日
本
大
震
災
に
係
る
家
賃
の
免
除
の
特
例
）

８

東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ

に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。
）
の
被
災
者
の
た
め
、
激
甚
災
害
に
対
処
す

じ
ん

る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
。
以
下
「
激
甚

法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
（
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法

律
第
二
十
五
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
激
甚
法
第
二
十
二
条
第
一

項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
適
用
を
受
け
て
建
設
す
る
県
営
住
宅
で
あ
っ
て
、
条
例

別
表
第
一
の
一
の
表
の
県
営
住
宅
の
う
ち
附
則
別
表
に
規
定
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
一

項
に
お
い
て
「
復
興
公
営
住
宅
」
と
い
う
。
）
の
入
居
者
の
う
ち
、
条
例
第
二
条
第
五
号
の
収
入
が

八
万
円
以
下
の
者
に
あ
っ
て
は
、
条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
家
賃
の
額
（
条
例
第
十

一
条
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
額
を
い
う
。
）
か
ら
家
賃
減
額
基
礎
額
に

政
令
第
二
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
数
値
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
に
、
復
興
公
営
住
宅
の

管
理
を
開
始
し
た
日
か
ら
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
管
理
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

下
欄
に
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
免
除
す
る
も
の
と
す
る
。

管

理

期

間

率

五
年
以
下
の
場
合

一

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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五
年
を
超
え
七
年
以
下
の
場
合

〇
・
七
五

七
年
を
超
え
九
年
以
下
の
場
合

〇
・
五

九
年
を
超
え
十
年
以
下
の
場
合

〇
・
二
五

９

前
項
の
家
賃
減
額
基
礎
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
入
居
者
の
収
入
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
と
す
る
。

入

居

者

の

収

入

額

零
円
の
場
合

一
〇
、
六
〇
〇
円

零
円
を
超
え
四
〇
、
〇
〇
〇
円
以
下
の
場
合

一
七
、
九
〇
〇
円

四
〇
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
六
〇
、
〇
〇
〇
円
以
下
の
場
合

二
五
、
二
〇
〇
円

六
〇
、
〇
〇
〇
円
を
超
え
八
〇
、
〇
〇
〇
円
以
下
の
場
合

三
二
、
五
〇
〇
円

第
十
六
条
又
は
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
家
賃
の
免
除
に
つ
い
て
は
、
入
居
者
の
選
択
に
よ
り
、

10
い
ず
れ
か
一
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
駐
車
場
の
使
用
者
の
資
格
の
特
例
）

復
興
公
営
住
宅
の
入
居
者
に
係
る
駐
車
場
の
使
用
者
の
資
格
は
、
第
三
十
六
条
の
規
定
に
か
か
わ

11
ら
ず
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

附
則
の
次
に
次
の
附
則
別
表
を
加
え
る
。

附
則
別
表
（
附
則
第
八
項
関
係
）

名

称

位

置

福
島
県
営
北
信
団
地

二
十
号
棟

福
島
市

福
島
県
営
笹
谷
団
地

八
号
棟
、
九
号
棟

福
島
市

福
島
県
営
柴
宮
団
地

五
十
七
号
棟

郡
山
市

福
島
県
営
富
田
団
地

郡
山
市

福
島
県
営
日
和
田
団
地

郡
山
市

福
島
県
営
八
山
田
団
地

郡
山
市

福
島
県
営
東
原
団
地

郡
山
市

福
島
県
営
古
川
町
団
地

会
津
若
松
市

福
島
県
営
年
貢
町
団
地

会
津
若
松
市

福
島
県
営
湯
長
谷
団
地

二
十
四
号
棟

い
わ
き
市

福
島
県
営
下
神
白
団
地

い
わ
き
市

「

十
七
号
棟
の
百
一
号
室
か
ら
百

六
号
室
ま
で
、
十
八
号
棟
、
十

別
表
第
二
の
一
の
表
福
島
県
営
北
信
団
地
の
項
中

〇
・
八
七

九
号
棟
の
百
一
号
室
か
ら
百
六

号
室
ま
で

」

「

十
七
号
棟
の
百
一
号
室
か
ら
百

六
号
室
ま
で
、
十
八
号
棟
、
十

〇
・
八
七

九
号
棟
の
百
一
号
室
か
ら
百
六

を

に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
笹
谷
団
地
の
項
中

号
室
ま
で

二
十
号
棟

〇
・
九
五

」「

「

六
号
棟
、
七
号
棟

〇
・
九

六
号
棟
、
七
号
棟

〇
・
九
二

を」

八
号
棟
、
九
号
棟

〇
・
九

「

七
号
棟
、
三
十
八
号
棟
、
四
十

一
号
棟
、
四
十
八
号
棟
の
三
号

室
、
六
号
室
、
七
号
室
、
九
号

二

室
、
十
号
室
、
十
四
号
室
、
十

に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
柴
宮
団
地
の
項
中

五
号
室
、
二
十
四
号
室
、
二
十

〇
・
八
六

八

五
号
室
、
二
十
七
号
室
、
三
十
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」

一
号
室
、
三
十
二
号
室
、
三
十

四
号
室
、
三
十
六
号
室
、
三
十

八
号
室
及
び
三
十
九
号
室

「

七
号
棟
、
三
十
八
号
棟
、
四
十

一
号
棟
、
四
十
八
号
棟
の
三
号

室
、
六
号
室
、
七
号
室
、
九
号

室
、
十
号
室
、
十
四
号
室
、
十

五
号
室
、
二
十
四
号
室
、
二
十

〇
・
八
六

を

五
号
室
、
二
十
七
号
室
、
三
十

に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
緑
ケ
丘
団
地

一
号
室
、
三
十
二
号
室
、
三
十

四
号
室
、
三
十
六
号
室
、
三
十

八
号
室
及
び
三
十
九
号
室

」

五
十
七
号
棟

〇
・
九
四

」

の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
富
田
団
地

郡
山
市

〇
・
九
三

福
島
県
営
日
和
田
団
地

郡
山
市

〇
・
八
九

福
島
県
営
八
山
田
団
地

郡
山
市

〇
・
九
三

福
島
県
営
東
原
団
地

郡
山
市

〇
・
九
一

別
表
第
二
の
一
の
表
福
島
県
営
五
月
町
団
地
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
古
川
町
団
地

会
津
若
松
市

〇
・
九
四

福
島
県
営
年
貢
町
団
地

会
津
若
松
市

〇
・
九
三

「

二
十
一
号
棟
か
ら
二
十
三
号
棟

別
表
第
二
の
一
の
表
福
島
県
営
湯
長
谷
団
地
の
項
中

〇
・
八

ま
で

「

二
十
一
号
棟
か
ら
二
十
三
号
棟

〇
・
八
六

ま
で

六

を

に
改
め
る
。

」

二
十
四
号
棟

〇
・
九
二

」

別
表
第
二
の
一
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
営
下
神
白
団
地

い
わ
き
市

〇
・
八
四

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
二
第
一
項
の
改
正

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
建
築
住
宅
課
）

告

示

福
島
県
告
示
第
百
九
十
号

福
島
県
と
福
島
市
と
の
福
島
県
営
福
島
体
育
館
の
管
理
及
び
運
営
に
つ
い
て
の
事
務
の
委
託
に
関
す

る
規
約
（
昭
和
四
十
九
年
福
島
県
告
示
第
三
百
九
号
）
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
廃

止
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

（
ス
ポ
ー
ツ
課
）

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
免
除
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

福
島
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
免
除
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
免
除
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
島
県
教
育
委
員
会
規
則

第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
授
業
料
」
の
下
に
「
及
び
受
講
料
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と

し
、
同
項
第
一
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

学
費
負
担
者
が
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
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い
る
場
合
又
は
受
け
る
に
至
つ
た
場
合
（
い
わ
き
海
星
高
等
学
校
専
攻
科
に
在
学
す
る
者
を
除

く
。
）

第
五
条
第
一
項
中
「
ま
で
に
」
を
「
ま
で
（
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
月
の
二
十
三
日
以
降
に
県
立

高
等
学
校
以
外
の
高
等
学
校
か
ら
転
入
学
を
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
転
入
学
の
日
か
ら
五
日
以
内
）

に
、
受
講
料
に
あ
つ
て
は
受
講
料
免
除
申
請
書
（
第
三
号
様
式
の
二
）
を
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
年

度
の
四
月
の
末
日
（
年
度
の
中
途
に
入
学
（
転
入
学
を
含
む
。
）
を
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
入
学
の
日

の
属
す
る
月
の
末
日
）
ま
で
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
授
業
料
免
除
申
請
書
」
の
下
に
「
及
び

受
講
料
免
除
申
請
書
」
を
加
え
、
「
次
に
」
を
「
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
、
同
項
第
二
号

に
該
当
す
る
者
に
あ
つ
て
は
次
に
」
に
、
「
同
項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
号
」
を
加
え
る
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
授
業
料
」
の
下
に
「
又
は
受
講
料
」
を
加
え
、
同
条
中
「
授
業
料
の
」
を
「
授

業
料
又
は
受
講
料
の
」
に
、
「
授
業
料
免
除
事
由
消
滅
届
」
を
「
授
業
料
（
受
講
料
）
免
除
事
由
消
滅

届
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
授
業
料
」
の
下
に
「
又
は
受
講
料
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
授
業
料
」

の
下
に
「
若
し
く
は
受
講
料
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
に
よ
り
授
業
料
」
の
下
に
「
若
し
く
は
受

講
料
」
を
、
「
当
該
授
業
料
」
の
下
に
「
又
は
受
講
料
」
を
加
え
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
授
業
料
」
を
「
授
業
料
等
」
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

第 ３ 号 様 式 の ２ （ 第 ５ 条 関 係 ）

受 講 料 免 除 申 請 書
年 月 日

福 島 県 立 高 等 学 校 長
学 年 組

生 徒 住 所
氏 名

保 護 者 住 所
生 徒 と の 続 柄
氏 名

下 記 １ の 事 由 に よ り 、 下 記 ２ の 受 講 料 の 納 入 が 困 難 で す の で 、 免 除 し て く だ さ い 。

記
１ 免 除 申 請 の 事 由

２ 免 除 を 希 望 す る 受 講 料 年 度 （ 科 目 分 円 ）
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第
五
号
様
式
中
「授

業
料
免
除
事
由
消
滅
届

」
を
「授

業
料

（受
講
料

）免
除
事
由
消
滅
届

」
に
、

「に
つ
い
て

」を

「
（受

講
料

）に
つ
い
て

」
に
改
め
、
同
様
式
に
注
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

注
授
業
料

（受
講
料

）の
箇
所
は

該
当
し
な
い
も
の
を
抹
消
す
る
こ
と

。

、

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
免
除

等
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
財

務

課
）

第
五
号
様
式
中｢授

業
料
免
除
事
由
消
滅
届
｣

を｢授
業
料
(受
講
料
)
免
除
事
由
消
滅
届
｣

に
、

｢に
つ
い
て
｣

を｢
(受
講
料
)
に
つ
い
て
｣

に
改
め
、
同
様
式
に
注
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

注
授
業
料
(受
講
料
)
の
箇
所
は
､
該
当
し
な
い
も
の
を
抹
消
す
る
こ
と
｡


